
国
会
は
２
２
日
の
衆
院
本
会
議
で

７
０
日
間
延
長
さ
れ
ま
し
た
が
、
民

主
、
自
民
、
公
明
の
３
党
が
菅
直
人

首
相
の
退
陣
時
期
を
め
ぐ
っ
て
反
目

し
た
ま
ま
、
２
４
日
も
法
案
審
議
や

日
程
協
議
が
一
切
行
わ
れ
ず
、
２
日

間
も
空
転
す
る
事
態
と
な
り
ま
し
た
。

自
公
両
党
は
、
延
長
前
に
民
主
党

と
交
わ
し
た
「
５
０
日
延
長
、
第
３

次
補
正
予
算
案
は
新
首
相
の
下
で
」

と
の
合
意
を
首
相
が
突
っ
ぱ
ね
た
た

め
、
ほ
ご
に
さ
れ
た
と
し
て
反
発
。

法
案
審
議
や
日
程
協
議
に
応
じ
て
い

ま
せ
ん
。

民
主
党
の
安
住
淳
国
対
委
員
長
は

２
４
日
午
前
、
自
民
党
の
逢
沢
一
郎

国
対
委
員
長
と
国
会
内
で
会
談
し
、

首
相
が
意
欲
を
示
す
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
法
案
と
、
東
京
電
力
福
島
第

１
原
発
事
故
の
賠
償
を
支
援
す
る
原

子
力
賠
償
支
援
機
構
法
案
の
２
８
日

の
衆
院
本
会
議
で
の
審
議
入
り
を
打

診
し
ま
し
た
。
逢
沢
氏
は
、
復
興
担

当
相
の
人
事
が
決
ま
っ
て
い
な
い
な

ど
と
し
て
拒
否
し
ま
し
た
。

２
０
１
１
年
度
予
算
執
行
に
不
可

欠
な
特
例
公
債
法
案
を
め
ぐ
っ
て
も
、

自
公
両
党
が
求
め
て
い
る
子
ど
も
手

当
の
修
正
協
議
も
１
７
日
を
最
後
に

開
か
れ
て
お
ら
ず
、
民
主
は
早
期
再

開
を
両
党
に
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

国
会
が
「
開
店
休
業
」
と
な
る
裏

で
民
主
党
は
同
日
、
税
と
社
会
保
障

の
抜
本
改
革
調
査
会
の
総
会
を
開
き
、

被
災
者
そ
っ
ち
の
け
で
、
消
費
税
増

税
を
議
論
。

「
２
０
１
５
年
度
ま
で
に
」
と
さ
れ
た

増
税
時
期
に
異
論
が
相
次
ぎ
ま
し
た

が
、
玄
葉
光
一
郎
国
家
戦
略
担
当
相

（
政
調
会
長
）
は
「
い
ず
れ
は
（
消
費

税
率
は
）
上
げ
な
い
と
い
け
な
い
の
で
、
最
後

は
逃
げ
ず
に
決
め
な
い
と
い
け
な
い
」
と
の
べ

ま
し
た
。

党
利
党
略
の
政
争
に
く
み
し
な
い
日
本
共
産

党
は
、
２
３
日
に
は
志
位
和
夫
委
員
長
が
、
原

発
再
稼
働
要
請
の
撤
回
を
申
し
入
れ
。
枝
野
幸

男
官
房
長
官
が
「
知
事
が
反
対
な
ら
再
稼
働
で

き
な
い
」
と
表
明
し
た
こ
と
が
各
紙
で
と
り
あ

げ
ら
れ
ま
し
た
。

２
０
１
１
年
６
月
２
５
日(

土)

「
し
ん
ぶ
ん
赤
旗
」

東
京
電
力
は
２
５
日
、
福
島
第
１
原
発
（
福

島
県
大
熊
町､

双
葉
町)

沖
合
２
カ
所
の
海
底
土

か
ら
事
故
に
伴
っ
て
放
出
さ
れ
た
放
射
性
物
質

の
ス
ト
ロ
ン
チ
ウ
ム
８
９
と
同
９
０
が
検
出
さ

れ
た
と
発
表
し
ま
し
た｡

検
出
さ
れ
た
量
は､

通

常
の
値
を
大
き
く
上
回
っ
て
い
ま
し
た｡

こ
れ
ま

で､

事
故
由
来
の
ス
ト
ロ
ン
チ
ウ
ム
８
９
と
同
９

０
は
、
同
原
発
敷
地
内
と
周
辺
の
土
壌
や
植
物
、

海
水
な
ど
か
ら
検
出
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
海
底

土
か
ら
検
出
さ
れ
た
の
は
初
め
て
で
す
。

検
出
さ
れ
た
の
は
、
い
ず
れ
も
福
島
県
の
南

相
馬
市
小
高
区
沖
合
３
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
と
、
楢

葉
町
岩
沢
海
岸
沖
合
３
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
地
点

で
６
月
２
日
に
採
取
し
た
海
底
土
。
小
高
区
沖

合
３
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
地
点
で
は
、
半
減
期

（
放
射
能
が
半
分
に
減
る
の
に
要
す
る
期
間
）
が

約
５
１
日
の
ス
ト
ロ
ン
チ
ウ
ム
８
９
が
海
底
土

１
キ
ロ
グ
ラ
ム
当
た
り
１
４
０
ベ
ク
レ
ル
、
半

減
期
が
約
２
９
年
の
ス
ト
ロ
ン
チ
ウ
ム
９
０
が

同
４
４
ベ
ク
レ
ル
含
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

岩
沢
海
岸
沖
合
３
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
地
点
で

は
、
ス
ト
ロ
ン
チ
ウ
ム
８
９
が
海
底
土
１
キ
ロ

グ
ラ
ム
当
た
り
４
２
ベ
ク
レ
ル
、
ス
ト
ロ
ン
チ

ウ
ム
９
０
が
同
１
０
ベ
ク
レ
ル
含
ま
れ
て
い
ま

し
た
。

１
９
９
９
年
度
か
ら
２
０
０
８
年
度
に
か
け

福
島
第
１
原
発
周
辺
の
海
底
土
か
ら
検
出
さ
れ

た
ス
ト
ロ
ン
チ
ウ
ム
９
０
は
海
底
土
１
キ
ロ
グ

ラ
ム
当
た
り
検
出
限
界
以
下
〜
０
・
１
７
ベ
ク

レ
ル
の
範
囲
で
し
た
。
小
高
区
沖
合
３
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
の
海
底
土
に
は
ス
ト
ロ
ン
チ
ウ
ム
９
０
が

少
な
く
と
も
約
２
５
８
倍
含
ま
れ
て
い
た
こ
と

に
な
り
ま
す
。

ス
ト
ロ
ン
チ
ウ
ム
は
カ
ル
シ
ウ
ム
と
性
質
が

似
て
い
て
、
魚
な
ど
が
摂
取
す
る
と
骨
な
ど
に

蓄
積
し
ま
す
。
ス
ト
ロ
ン
チ
ウ
ム
９
０
は
半
減

期
が
長
く
、
食
物
連
鎖
な
ど
で
濃
縮
さ
れ
た
も

の
を
人
間
が
体
内
に
取
り
入
れ
た
場
合
、
骨
が

ん
な
ど
の
原
因
に
な
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
て
い

ま
す
。

福
島
第
１
原
発
か
ら
は
、
タ
ー
ビ
ン
建
屋
地

下
な
ど
に
た
ま
っ
た
高
濃
度
放
射
能
汚
染
水
が

４
月
と
５
月
に
海
へ
流
出
し
て
お
り
、
そ
の
中

に
は
大
量
の
ス
ト
ロ
ン
チ
ウ
ム
９
０
が
含
ま
れ

て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。
２
カ
所
の

海
底
土
に
限
ら
ず
、
さ
ら
に
範
囲
を
広
げ
て
調

査
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

２
０
１
１
年
６
月
２
６
日(

日)

「
し
ん
ぶ
ん
赤
旗
」

教
職
員
の
長
時
間
過
密
労
働
を
解
決
す
る
立

場
か
ら
日
本
共
産
党
の
高
橋
ち
づ
子
衆
院
議
員

が
提
出
し
て
い
た
「
教
職
員
の
労
働
時
間
管
理

に
関
す
る
質
問
主
意
書
」（
１
３
日
提
出
）
に
対

し
２
１
日
、
政
府
か
ら
答
弁
書
が
出
さ
れ
ま
し

た
。主

意
書
は
、
２
０
１
２
年
度
完
全
実
施
の
中

学
校
学
習
指
導
要
領
で
は
、
部
活
動
は
学
校
教

育
の
一
環
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た
こ
と
を
指

摘
し
れ
を
踏
ま
え
れ
ば
「
教
職
員
の
労
働
時
間

管
理
は
、
部
活
動
の
時
間
も
含
め
て
行
わ
れ
る

べ
き
だ
と
考
え
る
が
ど
う
か
」
と
た
だ
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
に
対
し
て
答
弁
書
は
「
部
活
動
の

指
導
時
間
を
含
め
、
各
学
校
に
お
い
て
適
切
な

方
法
に
よ
り
管
理
さ
れ
る
べ
き
と
考
え
て
い
る
」

と
し
ま
し
た
。

主
意
書
は
ま
た
、
一
般
の
労
働
災
害
で
は
事

業
主
の
証
明
が
な
く
て
も
被
災
労
働
者
は
労
働

基
準
監
督
署
に
給
付
申
請
を
行
う
こ
と
が
可
能

と
さ
れ
て
い
る
の
に
比
べ
、
公
務
災
害
で
は
所

属
部
局
長
（
教
職
員
の
場
合
は
校
長
）
の
証
明

が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、「
一

般
の
労
働
災
害
と
同
様
に
す
べ
き
」
と
質
問
し

て
い
ま
す
。
答
弁
書
は
「
所
属
部
局
の
長
が
証

明
を
行
わ
な
い
等
や
む
を
得
な
い
事
情
が
あ
る

場
合
に
は
、
所
属
部
局
の
長
の
証
明
が
な
く
て

も
、
請
求
書
を
受
理
す
る
扱
い
が
な
さ
れ
て
い

る
」
と
明
確
に
認
め
ま
し
た
。

ま
た
、
学
校
現
場
で
の
公
務
災
害
、
過
労
死
、

自
殺
な
ど
に
起
因
す
る
裁
判
の
数
な
ど
に
つ
い

て
答
弁
書
は
、
２
０
０
９
年
の
公
立
学
校
の
公

務
災
害
で
地
方
公
務
員
災
害
補
償
基
金
に
認
定

さ
れ
た
件
数
は
７
７
９
０
件
、
係
属
中
は
今
年

３
月
末
現
在
で
２
１
件
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か

に
し
ま
し
た
。

高
橋
議
員
は
２
０
１
０
年
２
月
の
衆
院
予
算

委
員
会
第
４
分
科
会
で
教
職
員
の
公
務
災
害
問

題
を
取
り
あ
げ
、
労
働
時
間
管
理
の
必
要
性
に

つ
い
て
指
摘
し
て
い
ま
し
た
。
今
回
の
質
問
主

意
書
は
、
当
時
の
川
端
達
夫
文
科

相
の
答
弁
を
ふ
ま
え
、
取
り
組
み

状
況
を
た
だ
し
た
も
の
で
す
。

２
０
１
１
年
６
月
２
４
日(

金)

「
し

ん
ぶ
ん
赤
旗
」

芝 和也 Ｅメール info@k-shiba.jp

川西町結崎８６２－７ 0745-43-2415
吉田 容工Ｅメールkatunori_yosida@ybb.ne.jp
田原本町大木１１３－５ 090-5257-4446
森 良子 Ｅメール qfndg008@ybb.ne.jp

田原本町鍵２８１－１ 0744-33-8570
(事務局）池田年夫Ｅメールuvkk87386@zeus.eonet.ne.jp

三宅町屏風４４０－５ 0745-43-2661

被 災 者 そ っ ち の け 民 自 公 が 反 目
延
長
国
会

２
日
間
空
転

東
北
地
方
・
太
平
洋
沖
地
震

へ
の
救
援
募
金
に
ご
協
力
を

日
本
共
産
党
は
被
災
者
の
救
済
・
支
援
の

た
め
に
、
救
援
募
金
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

【
郵
便
振
替
口
座
】

０
０
１
７
０
ー
７
ー
９
８
４
２
２

名
義
は
、
日
本
共
産
党
中
央
員
会
で
す
。

送
金
い
た
だ
く
場
合
は
、
振
替
用
紙
の
通
信

欄
に
、
か
な
ら
ず
、｢

地
震
救
援
募
金｣

で
あ

る
事
を
明
記
し
て
下
さ
い
。
ご
協
力
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

磯
城
郡
日
本
共
産
党
議
員
団

教
職
員
の
長
時
間
労
働

部
活
動
も
含
め
管
理

高
橋
議
員
に
政
府
答
弁
書

海
底
土
に
ス
ト
ロ
ン
チ
ウ
ム

福
島
第
１
沖
合

初
検
出

通
常
の
２
５
８
倍



残
念
無
念
！

五
月
三
十
一
日
、
奈
良
県

後
期
高
齢
者
広
域
連
合
議
会

議
員
選
挙
の
町
村
議
員
区
分

の
立
候
補
受
け
付
け
が
締
め

切
ら
れ
、
こ
の
六
月
に
各
々

の
議
会
で
選
挙
が
実
施
さ
れ
、

私
芝
和
也
が
四
十
五
票
、
三

郷
町
の
高
岡
進
議
員(

現
議

長)

が
八
十
二
票
、
大
淀
町

の
谷
完
二
議
員
が
八
十
票
、

黒
滝
村
の
堀
口
誠
議
員
が
七

十
票
と
な
り
、
私
以
外
の
三

名
の
当
選
が
二
十
四
日
に
確

定
し
ま
し
た
。

こ
の
医
療
保
険
制
度
は
、

七
十
五
歳
と
言
う
年
齢
を
重

ね
ま
す
と
、
全
て
の
者
が
こ

の
保
険
に
囲
わ
れ
、
保
険
料

を
納
め
る
仕
組
み
に
な
っ
て

い
る
事
や
、
高
齢
者
ば
か
り

で
被
保
険
者
を
構
成
す
る
仕

組
み
上
、
必
然
的
に
医
療
費

が
か
さ
む
事
と
な
り
、
保
険

料
の
負
担
を
始
め
、
維
持
や

運
営
が
非
常
に
厳
し
い
制
度

と
し
て
大
き
な
問
題
が
指
摘

さ
れ
、
そ
の
撤
廃
を
巡
っ
て
、

一
昨
年
の
総
選
挙
の
折
に
も

大
き
な
争
点
と
も
な
っ
た
医

療
制
度
で
す
。

各
県
毎
に
設
置
さ
れ
て
い

る
、
広
域
連
合
議
会
で
こ
れ

ら
の
問
題
点
を
ど
ん
ど
ん
あ

ぶ
り
だ
し
て
、
問
題
意
識
を

高
め
る
べ
く
努
め
よ
う
と
思
っ

て
い
ま
し
た
が
、
残
念
な
が

ら
果
た
せ
ま
せ
ん
で
し
た
。

ち
な
み
に
、
磯
城
郡
で
は
田

原
本
で
五
票
、
三
宅
で
二
票
、

川
西
で
十
一
票
を
得
さ
せ
て

も
ら
い
ま
し
た
。

川
西
町
議
会
議
員

芝

和
也

国
保
税
限
度
額
引
き

上
げ先

の
三
月
議
会
で
国
保
税

が
一
世
帯
平
均
約
一
万
円
値

下
げ
に
な
っ
た
こ
と
は
、
以

前
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
六
月
議
会
で
国

保
税
の
限
度
額
が
値
上
げ
に

な
り
ま
し
た
。
国
保
税
は
三

つ
の
賦
課
で
決
め
ら
れ
ま
す
。

医
療
部
分
の
限
度
額
五
〇
万

円
を
五
一
万
円
に
、
後
期
高

齢
者
支
援
分
の
限
度
額
一
三

万
円
を
一
四
万
円
に
、
介
護

分
の
限
度
額
を
一
〇
万
円
か

ら
一
二
万
円
に
、
合
計
す
る

と
限
度
額
七
三
万
円
を
七
七

万
円
に
引
き
上
げ
さ
れ
ま
し

た
。こ

の
限
度
額
引
き
上
げ
で

所
得
の
多
い
方
の
税
額
が
増

え
る
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

資
産
割
の
関
係
で
年
間
所
得

額
わ
ず
か
一
三
一
万
円
の
方

に
七
三
万
円
以
上
の
国
保
税

が
課
税
さ
れ
る
そ
う
で
す
。

年
金
額
が
減
ら
さ
れ
る
中
で
、

売
上
げ
が
減
少
す
る
中
で
、

支
払
能
力
を
超
え
た
税
金
が

か
け
ら
れ
る
と
、
払
い
た
く

て
も
払
え
な
い
こ
と
に
な
り

ま
す
。

国
保
の
被
保
険
者
＝
加
入

者
の
所
得
は
組
合
健
保
加
入

者
の
所
得
の
約
四
割
し
か
あ

り
ま
せ
ん
。
国
民
皆
保
険
制

度
を
維
持
す
る
に
は
、
加
入

者
へ
の
負
担
を
増
や
す
の
で

は
な
く
、
減
ら
さ
れ
て
き
た

国
の
負
担
を
元
に
戻
す
事
が

大
切
で
す
。
限
度
額
引
上
げ

に
反
対
し
た
の
は
残
念
な
が

ら
、
森
議
員
と
私
の
二
人
だ

け
で
し
た
。

田
原
本
町
議
会
議
員

吉
田

容
工

我
が
家
の
誕
生
会

我
が
家
の
家
族
に
は
実
に

奇
妙
な
偶
然
が
重
な
っ
て
い

る
。私

に
は
二
人
の
息
子
が
い

る
が
、
長
男
に
は
三
人
の
娘

が
い
る
。
そ
の
長
女
の
誕
生

月
と
日
が
、
息
子
の
誕
生
日

と
全
く
同
じ
な
の
で
あ
る
。

先
日
、
他
市
に
住
む
こ
の

息
子
夫
婦
に
、
二
人
の
誕
生

会
を
す
る
か
ら
と
招
待
さ
れ

た
。
み
ん
な
で
マ
（
嫁
）
の

手
作
り
ハ
ン
バ
ー
グ
を
囲
む

さ
さ
や
か
な
パ
ー
テ
ィ
だ
が
、

孫
た
ち
の
歌
あ
り
、
踊
り
あ

り
、
特
に
十
カ
月
半
の
孫
の

リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
て
両
手
を

振
る
し
ぐ
さ
は
、
実
に
愛
ら

し
い
。

我
が
家
は
、
行
事
ご
と
に

は
品
物
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
し

な
い
と
決
め
て
い
る
。
何
故

か
と
い
う
と
「
貰
う
の
が
当

た
り
前
」
と
い
う
感
覚
に
な
っ

て
ほ
し
く
な
い
か
ら
。

だ
か
ら
私
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
は
、

舞
台
ま
で
も
図
書
館
で
借
り

て
き
た
紙
芝
居
を
三
つ
し
て

あ
げ
た
こ
と
。

小
二
と
六

才
の
孫
は
食
い
入
る
に
観
て

く
れ
た
。

二
人
の
孫
に

「
お
誕
生
日
っ
て
、
ど
う
い

う
日
か
知
っ
て
る
？
」
と
問

い
か
け
る
と
、
け
げ
ん
そ
う

な
顔
・
・
・
「
産
ん
で
く
れ

た
お
母
さ
ん
に
、
『
あ
り
が

と
う
』
っ
て
い
う
日
な
ん
だ

よ
」
と
言
う
と
、
小
二
の
孫

は
「
マ
マ
、
あ
り
が
と
う
！
」

そ
し
て
マ
マ
は
「
産
ま
れ
て

来
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
！
」

何
と
微
笑
ま
し
い
光
景
。

息
子
で
あ
る
パ
パ
は
私
に
対

し
て
無
言
・
・
い
く
ら
無
口

な
男
と
は
い
え
、
一
言
な
い

の
？
と
私
の
心
の
声
。
ま
ー
、

い
ず
れ
に
せ
よ
、
元
気
で
す

く
す
く
育
っ
て
欲
し
い
し
、

育
て
て
い
っ

て
欲
し
い
と

願
う
誕
生
会

で
あ
っ
た
。

田
原
本
町
議
会
議

員森

良
子

非
核
三
原
則
等
の
申

し
入
れ

二
十
二
日
、
原
水
爆
禁
止

国
民
平
和
行
進
奈
良
県
実
行

委
員
会
は
三
宅
町
、
川
西
町

の
町
長
と
議
会
に
「
非
核
３

原
則
の
厳
守
、
法
制
化
と
非

核
平
和
日
本
宣
言
」
を
求
め

る
意
見
書
の
採
択
と
「
核
兵

器
全
面
禁
止
の
ア
ッ
ピ
ー
ル
」

へ
の
賛
同
を
求
め
る
申
し
入

れ
を
行
い
ま
し
た
。
私
も
同

席
し
ま
し
た
。

三
宅
町
の
井
手
副
町
長
は

磯
城
郡
の
平
和
の
つ
ど
い
に

つ
い
て
以
前
か
ら
「
町
・
教

育
委
員
会
が
後
援
を
行
っ
て

い
る
」
「
原
爆
写
真
展
」
な

ど
に
つ
い
て
は
「
検
討
し
て

い
き
た
い
」
と
発
言
し
ま
し

た
。

川
西
町
の
嶋
田
理
事
は

「
原
子
力
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策

の
転
換
を
求
め
る
意
見
書
」

の
採
択
に
つ
い
て
は
６
月
議

会
で
芝
議
員
か
ら
提
案
さ
れ

全
員
一
致
で
採
択
さ
れ
た
。

「
核
兵
器
全
面
禁
止
の
ア
ッ

ピ
ー
ル
」
の
署
名
に
つ
い
て

は
人
推
協
の
集
会
な
ど
で
署

名
で
き
な
い
か
検
討
し
て
も

ら
う
と
答
え
ま
し
た
。

実
行
委
員
会
の
申
し
入
れ

は
、
原
爆
写
真
展
の
開
催
、

原
発
推
進
か
ら
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
へ
の
転
換
を
政
府
へ
の

要
請
、
世
界
大
会
へ
の
賛
同

と
ペ
ナ
ン
ト
へ
の
記
名
な
ど

を
求
め
て
い

ま
す
。

三
宅
町

池
田

年
夫


